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「
歌
が
語
る
歴
史
―
歌
謡
か
ら
読
み
解
く
『
古
事
記
』
そ
し
て
万
葉
歌
へ
―
」
要
旨

石
川
久
美
子

『
古
事
記
』
に
は
一
一
三
首
の
歌
が
あ
り
、
『
古
事
記
』
の
六
十
場
面
の
う
ち
お
お
よ
そ
六
割
が
歌
を

含
む
場
面
で
あ
る
。
歌
が
多
い
時
代
は
『
古
事
記
』
に
占
め
る
分
量
も
多
い
。

序
文
に
従
え
ば
、
『
古
事
記
』
の
撰
述
の
目
的
は
「
邦
家
の
経
緯
」
（
国
家
組
織
の
根
本
）
と
「
王
化

は
う

か

わ
う
く
わ

の
鴻
基
」
（
天
皇
徳
化
の
基
礎
）
と
さ
れ
る
。
な
ら
ば
各
天
皇
の
時
代
に
そ
れ
ぞ
れ
何
が
な
さ
れ
、
何
が

こ
う

き

問
題
に
な
っ
た
の
か
と
い
う
事
績
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
記
述
の
多
い
時
代
、
す
な
わ
ち
歌
の
多
い
時

代
に
お
い
て
事
績
は
散
文
で
数
行
書
か
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
上
、
歌
で
し
か
語
ら
れ
な
い
記
述

が
『
古
事
記
』
に
は
多
々
見
ら
れ
る
。

そ
こ
で
本
論
は
、
歌
が
十
首
以
上
あ
る
初
代
神
武
（
第
二
章
第
一
節
）
、
十
二
代
景
行
（
第
二
章
第
二

節
）
、
十
五
代
応
神
（
第
二
章
第
五
節
）
、
十
六
代
仁
徳
（
第
三
章
第
一
、
二
節
）
、
十
九
代
允
恭
（
第
三

章
第
三
節
）
、
二
十
一
代
雄
略
（
第
二
章
第
三
節
）
の
時
代
、
一
方
で
最
小
一
首
の
歌
を
も
つ
十
代
崇
神

の
時
代
（
第
二
章
第
四
節
）
、
さ
ら
に
は
『
古
事
記
』
最
後
の
歌
が
収
録
さ
れ
る
二
十
三
代
顕
宗
の
時
代

（
第
四
章
第
一
節
）
を
取
り
上
げ
、
歌
を
中
心
に
『
古
事
記
』
の
歴
史
（
「
現
代
」
の
天
皇
を
中
心
と
し

た
秩
序
や
体
制
が
成
立
し
て
い
く
過
程
）
を
読
み
解
い
た
。

研
究
史
を
踏
ま
え
て
「
歌
が
語
る
歴
史
」
を
証
明
す
る
た
め
、
以
下
の
読
み
の
方
法
を
と
っ
た
。
歌
は

直
接
的
に
歴
史
を
語
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
歌
の
読
み
方
、
位
置
づ
け
方
が
問
題
に
な
る
か
ら
で
あ

る
。

一
、
歌
自
体
の
表
現
分
析
（
第
一
の
読
み
）

二
、
そ
の
分
析
の
上
に
立
っ
て
、
歌
の
前
後
の
文
脈
の
中
（
場
面
）
に
歌
を
置
い
て
読
む
（
第
二
の
読
み
）

三
、
各
天
皇
条
、
さ
ら
に
『
古
事
記
』
全
体
の
時
間
軸
の
中
で
歌
を
位
置
づ
け
る
（
第
三
の
読
み
）

―
第
一
、
第
二
の
読
み
を
踏
ま
え
た
上
で
の
、
『
古
事
記
』
全
体
で
の
新
し
い
読
み

こ
の
三
段
階
の
読
み
に
よ
っ
て
『
古
事
記
』
の
歌
が
語
る
歴
史
を
示
し
、
『
古
事
記
』
に
多
く
の
歌
の

あ
る
理
由
を
明
ら
か
に
し
た
。
い
わ
ゆ
る
抒
情
詩
的
な
歌
か
ら
も
歴
史
を
導
く
こ
と
を
可
能
に
し
た
の
で

あ
る
。

一
方
、
第
一
の
読
み
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
必
然
的
に
文
学
史
に
も
言
及
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
主
と

し
て
『
古
事
記
』
仁
徳
時
代
の
主
題
と
皇
后
イ
ハ
ノ
姫
像
か
ら
『
万
葉
集
』
巻
二
相
聞
巻
頭
歌
へ
の
流
れ

と
『
古
事
記
』
雄
略
時
代
の
主
題
と
雄
略
像
か
ら
『
万
葉
集
』
巻
一
雑
歌
巻
頭
歌
へ
の
流
れ
を
考
察
し
た
。

ま
た
仁
徳
の
時
代
に
理
想
婚
（
神
話
的
な
結
婚
）
と
さ
れ
る
庶
妹
と
の
結
婚
（
恋
愛
）
が
一
度
否
定
さ
れ
、

さ
ら
に
允
恭
の
時
代
に
同
母
兄
妹
の
近
親
相
姦
に
よ
る
悲
劇
が
歌
謡
物
語
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
神
話
的
な
呼
称
で
あ
る
「
妹
」
が
途
切
れ
、
歌
語
と
し
て
の
「
妹
」
の
確
立
が
導
か
れ
る
こ
と
を

論
じ
た
。
こ
れ
は
歌
語
へ
の
展
開
を
意
味
し
て
い
る
。

神
話
的
な
呼
称
の
途
切
れ
は
、
顕
宗
の
時
代
に
神
話
伝
承
を
遠
ざ
け
る
序
詞
の
働
き
が
示
さ
れ
、
歌
と

伝
承
が
分
離
し
、
歌
と
物
語
が
そ
れ
ぞ
れ
自
立
し
て
い
く
こ
と
を
歌
謡
物
語
が
語
っ
て
い
る
こ
と
と
関
係

す
る
。
ま
た
允
恭
時
代
の
同
母
兄
妹
の
悲
劇
の
物
語
で
は
、
歌
謡
か
ら
短
歌
体
（
和
歌
）
へ
の
歌
体
の
展

開
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
も
万
葉
歌
へ
向
か
う
過
渡
的
な
さ
ま
を
示
し
て
い
る
。

歌
語
と
し
て
の
「
妹
」
、
神
話
伝
承
を
遠
ざ
け
序
詞
が
成
立
す
る
と
い
う
点
か
ら
、
第
四
章
第
二
節
で

は
「
妹
」
の
枕
詞
（
序
詞
）
に
つ
い
て
論
じ
た
。
さ
ら
に
枕
詞
（
序
詞
）
は
和
歌
そ
の
も
の
の
問
題
で
あ

り
、『
古
今
和
歌
集
』
が
安
積
山
を
「
歌
の
父
母
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
歴
史
の
問
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

同
第
三
節
に
お
い
て
手
習
い
の
歌
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
本
節
で
は
都
の
文
化
が
地
方
へ
伝
え
ら
れ
る
さ

ま
、
ま
た
手
習
い
に
よ
っ
て
歌
の
み
な
ら
ず
都
の
文
化
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
な
る
と
論
じ
た
。

こ
の
よ
う
に
歌
を
中
心
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
文
学
史
を
辿
る
こ
と
も
で
き
た
。

（
了
）


